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This paper presents the simulation of simple input approach by using MEP system templates. We assembled some MEP 

system templates such as zones-templates, air conditioner templates, heat-source templates, ventilation templates, elevator 

template, and customized the master modules tree of BEST-P. Only one click on a MEP system template menu, in the 

master modules tree area of BEST-P tool, we can run the BEST-P. 

 
 はじめに 
入力の簡易化を図るためのテンプレート機能について

既報 1)では、空調機と中央熱源を例にあげその概念を説

明した。本報では、その後作成したテンプレートについ

て紹介し、これらの空調、電気や衛生設備などの複数の

テンプレート等を組合わせて建物全体のモデルを一つの

テンプレートとして作成した「建築設備テンプレート」

の概要と使用例を紹介する。 

１．実装テンプレートの種類と概要 

テンプレート機能とは、複数の部品を予め接続した状

態で用意しておき、一括して登録や入れ替えができる機

能で、部品間の接続ミスを減らし入力作業の効率化を図

るものである。例えば、空調機テンプレートは、SAファ

ン、RAファン、冷温水コイル、加湿器、制御などのモジ

ュールが含まれており、空気、水や信号などの接続媒体

が空調機として機能するように接続済みで用意されてい

る。これ以外に、複数のゾーンをまとめた「ゾーンテン

プレート」、熱源本体と周辺機器をまとめた「熱源テンプ

レート」、複数の熱源の台数制御ができる「熱源群テンプ

レート」、複数の換気装置をまとめた「換気テンプレート」、

水や油の供給設備として「水供給・油供給テンプレート」、

水蓄熱槽廻りの「水蓄熱槽テンプレート」、コージェネシ

ステムとして「コージェネテンプレート」、衛生設備や電

気設備の基幹部分の「衛生設備基幹テンプレート」「電気

設備基幹テンプレート」などがある。以下に各テンプレ

ートの概要について説明する。  

1.1 ゾーンテンプレート 
 空調負荷計算のゾーンに対応するゾーン接続用モジュ

ールを複数含み、各ゾーンへのSAダクト、RAダクト、

ドレン配管、加湿配管、照明・コンセント電力などを接

続中継する各種ヘッダや分電盤などのモジュール間の接

続を済ませたモジュール群である。このゾーンテンプレ

ートの実装例として、５ゾーンを一つにまとめた「ゾー

ンｘ５テンプレート」、VAV方式に使用する「VAVゾーン

ｘ５テンプレート」がある。また、負荷計算の例題モデ

ルの基準階ゾーンに対応した「ゾーンｘ５ 例題モデル基

準ゾーンテンプレート」「VAVゾーンｘ５ 例題モデル基

準ゾーンテンプレート」がある。 

VAV方式のゾーンテンプレートでは、各ゾーン毎に組

込まれたVAVユニットモジュールとそのPID制御モジュ

ールが風量を制御し、VAVFan制御モジュールがテンプレ

ート内のVAVユニットの風量を合計し総風量を発信する。 

また、給気温度最適化制御の指示がある場合は、給気温

度の補正量を発信する。 

1.2 空調機テンプレート 
 定風量方式の「空調機 CAV１コイルテンプレート」変

風量方式の「空調機VAV１コイルテンプレート」があり、 

SAファン、RAファン、OAチャンバー、冷温水コイル、

冷温水２方弁、加湿器、給水２方弁、２方弁PID制御、

空調機制御コントローラ、動力盤などのモジュール間の

接続をすませたものである。なお、変風量方式の空調機

テンプレートはVAV方式のゾーンテンプレートと併用し、
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VAVゾーンテンプレートから発信される総風量や給気温

度補正量を受取り、RAファンやSAファンの風量、冷温

水コイルの２方弁の流量を制御する。図1にCAV方式１

コイルの空調機テンプレートのモジュール構成例を示す。 
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図１ 空調機テンプレートの例 

1.3 熱源設備テンプレート 
 熱源単体の熱源テンプレートと複数の熱源テンプレー

トを内部で組合わせた熱源群テンプレートがある。熱源

テンプレート内には、熱源制御コントローラ、熱源本体、

１次ポンプ、冷却塔、冷却水ポンプ、動力盤などのモジ

ュールが必要に応じて組込まれ接続されている。種類と

してヒートポンプチラー、ブラインヒートポンプチラー、

ターボ冷凍機、冷温水発生機、真空温水ヒータの熱源テ

ンプレートがある。熱源群テンプレートは、同じ熱源テ

ンプレートあるいは異種の熱源テンプレートの組合せを

台数制御コントローラモジュール、冷温水の往還ヘッダ

モジュールで接続したものである。図２～図５に２次側

を含めた接続例を示す。図中の破線で囲まれた部分が熱

源群テンプレートである。ここを入替えるだけで、電気

系熱源、燃料系熱源、電気＋燃料の複合熱源、蓄熱シス

テムやコージェネシステムなど色々な熱源システムのモ

デルが簡単に作成できる。実装された熱源群テンプレー

トとして、ヒートポンプチラー２台の台数制御、冷温水

発生機２台の台数制御、ヒートポンプチラー＋冷温水発

生機の台数制御、ターボ冷凍機＋真空温水ヒータの台数

制御などの熱源群テンプレートがある。 

1.4 水蓄熱槽テンプレート 
 水蓄熱槽モジュール、蓄熱槽用３方弁モジュール、３

方弁用PID制御モジュール、熱量計モジュールおよび水

蓄熱制御モジュールで構成されたテンプレートである。

この水蓄熱槽テンプレートは熱源テンプレートと組合わ

せて使用し、一つの熱源テンプレートとして機能する。 

同種のテンプレートとして氷蓄熱槽テンプレートも実装

されている。氷蓄熱槽テンプレートはブライン系の熱源

テンプレートと組合わせて使用する。ブライン－水熱交

換器モジュールを介して２次側の冷温水系へ接続する。 
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図２ 熱源、空調機テンプレート使用例 HPチラー 
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図３ 熱源、空調機テンプレート接続例 冷温水発生機 
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図４ 熱源、空調機テンプレート接続例 蓄熱＋非蓄熱 
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図５ 熱源、空調機テンプレート接続例 蓄熱 
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1.5 コジェネテンプレート 
 発電機、排熱投入型冷温水発生機、暖房用熱交換器、

排熱冷却用熱交換器、排熱冷却用冷却塔、排熱循環ポン

プなどの発電機排熱系配管に接続される機器モジュール

および制御モジュールが組合され接続されたテンプレー

トである。現在の実装テンプレートは約40個のモジュー

ルで構成されている。図６～図８は排熱系に注目し機能

単位でまとめた「排熱系テンプレート」の接続によるコ

ジェネテンプレートのバリエーションを示す。排熱利用

先が、図６は冷暖房用＋給湯用＋暖房用のケース、図７

は冷暖房用＋暖房用のケース、図８は排熱の利用順番を

給湯用→連暖房用→暖房用と変えたものである。排熱系

テンプレートの組合せやその順番を変えることで色々な

コジェネテンプレートが作成できるよう改良予定である。 
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図６ コジェネ排熱系テンプレートの接続例１ 
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図７ コジェネ排熱系テンプレートの接続例２ 
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図８ コジェネ排熱系テンプレートの接続例３ 

1.6 換気設備テンプレート 
 駐車場、厨房、熱源機械室、EV機械室、電気室など、

換気設備を一般に設ける室を意識して複数のファンと制

御モジュールおよび動力盤からなるテンプレートである。 

図９にモジュール構成を示す。 

1.7 衛生設備基幹テンプレート 
 既報 4)にて報告されているように、受水槽、給水ポン

プユニット、高置水槽、給排水負荷、排水ユニット、雨

水槽ユニットなどのモジュールからなる衛生設備の基幹

部分をモデル化したテンプレートである。 

1.8 昇降機設備テンプレート 
 昇降機本体、昇降機制御、動力盤および昇降機の運転

スケジュールを与える境界条件モジュールからなるテン

プレートである。図10にモジュール構成を示す。 

1.9 電気設備基幹テンプレート 
既報３)にて報告されているように、遮断器、変圧器、

配電盤、分電盤、動力盤などのモジュールからなる電気

設備の基幹部分をモデル化したテンプレートである。 

1.10 エネルギー分別集計用抽象テンプレート 
 これまで紹介したテンプレートはエネルギー分別集計

用の抽象テンプレートクラスを拡張して作成している。

これは、テンプレート単位でのエネルギー消費先の分別

集計を意図したもので、このクラスを拡張したテンプレ

ートに共通の接続ノードを持たせることとした。 
11
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図９ 換気設備テンプレート 
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図10 昇降機テンプレート 
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２．建物全体の建築設備テンプレート 

 1.1のゾーンテンプレート～1.9の電気設備基幹テン

プレートを組合わせテンプレート間の接続を済ませ、建

物全体の設備を連成した建築設備テンプレートを実装し

た。図11は設備マスターメニューに実装されている建築

設備テンプレートの例である。熱源システムが異なる建

築設備テンプレートが複数実装されている。この中から

図中カーソルが指示している「例題モデル基準ゾーン

VAV HPチラー」の建築設備テンプレートを選択しワーク

スペースへ登録した結果を図12に示す。フォルダのアイ

コンはテンプレート、黒丸は個々のモジュールである。

VAVゾーンｘ５テンプレートが展開された状態である。 

 
図11 設備マスターメニューの建築設備テンプレート 

 
図12 建築設備テンプレートの部品登録例 

指定した建築設備テンプレートが、２個のVAVゾーンx5

テンプレート、２個の空調機VAV1コイルテンプレート、

換気テンプレート、昇降機テンプレート、熱源群テンプ

レート（ヒートポンプチラー熱源テンプレートを含む）、

衛生設備基幹テンプレート、電気設備基幹テンプレート

とテンプレート間の接続に必要な配管や動力盤モジュー

ルとエネルギー集計部品モジュール２）で構成されている。 

（全てのテンプレートフォルダを展開すると約140個の

モジュールが一気に登録されたことがわかる。）負荷計算

ゾーンとの関連付けを行へば直ぐに計算が可能である。 

図13に年間の1次エネルギーエネルギー消費量のグラフ

を示す。建物全体の消費先が分別接続済みである。 

 

図13 年間1次エネルギー消費量（月積算） 

３．まとめ 

 建物全体の設備モデルを構成したテンプレートの実装
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